
作成日：平成 30年 5月 25日 

「ＣＨＣ・ＯＢ会」 理事会議事録 

 

開 催 回 第４回 

開催日時・場所 平成 30年 5月 22日（火）午後 7時～9時・NMF新宿南口ビル R３C貸会議室 

議   長 木村会長 書  記 関口広報委員 

出 席 者 
木村会長、島村副会長、松浦幹事長、久能理事、飯田理事、長澤理事、田方理事、 

成田理事、関口広報委員   計 9名   

配 付 資 料 企画会が準備した資料(計 8部) 

 

項  目 議事内容 その他の特記事項 

 

 

１．協議事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

木村会長挨拶後、木村会長の進行で以下の項目が協議された。 

 

（1）総会開催通知及び総会資料最終確認について 

島村副会長より企画会検討メモ資料に基づいて説明後、検討・協議が

された。 

① 第 20回通常総会開催通知について 

 ・日時・会場については変更なし。 

 ・理事は 14:30に集合。 

 ・懇親会は中華料理「嘉賓」 会費 3,500円(現役は除く)。 

 ・現役の本部は春合宿のファイヤーがあるため出席ができない。 

  4年の前主将・前副将が出席予定。もう一名、出席検討中。 

 ・配付資料の通り、学年代表幹事に開催通知をハガキにて送付。 

 

② 総会資料について 

 ・資料について 

 ●誤字脱字について 

  ・出席者で誤字脱字を確認。 

  ・現役主将の決意表明については、最新の内容にしたものに更新 

する。 

 

  ●総会内容については、学年代表幹事以外のOB会員に対して 

ダイジェスト版である「OB会だより」送付するとともに、 

OB会ホームページにもアップする。 

 

・当日の役割について 

  議長        山田理事 

 第１号議案担当   久能理事 

  第２号議案担当   島村副会長 

  現役活動報告担当  飯田理事 

  ※その他の事項については、別途検討のうえ連絡することとした。 

 

 

 

 

 

 

 



 

項  目 議事内容 その他の特記事項 

 （2）平成３０年度会費納入依頼文書について 

  ・例年同様、郵送にてお願いの形で年会費・寄付金等を依頼する 

ことを確認。 

  ・納入方法は郵便振込・または銀行振込（例年同様） 

   （振込手数料は各自ご負担をお願いする） 

・年会費の額については、規程に基づく金額で例年同様。 

   ただし、特例会員の２，０００円は、第 53代/平成 26年卒以降の

ＯＢが対象になる。（平成３０年度） 

    

（3）現役・ＯＢ交流キャンプの実施について 

   飯田理事・成田理事より概要説明後、協議された。 

① 例年と実施形態を変える背景 

・ここ数年「現役・ＯＢ交流キャンプ」のＯＢ参加者が減少 

傾向にあることから、キャンプの方法を変更する。 

・宿泊はせずに 1日で終わらせることで、時間的な制約減や金

銭面での負担減もあり、参加者の増加が見込めると考える。 

② 日 時 

   7月 15日（日） 雨天決行 

   (10：00スタッフ現地集合) 

   11：00参加者現地集合 

      11: 30 開始 

   15：30解散 

   ※16：18「ホリデー快速」東京行きに間に合うように解散予定 

   連休の中日に設定することで、家族連れの参加を見込む。 

③ 場 所  

    奥多摩町 氷川キャンプ場 貸切バーベキューステージ 

④ 内 容 

   ・成田理事から、現役・ＯＢの交流を促すため、バーベキュー 

開始前に高級食材を賭けたクイズ大会を行う案が提示された。 

・協議の結果、クイズ大会の場合、時間とスタッフ側の準備に 

時間がかかることが懸念されるため、高級食材を賭けた班対抗の

抽選会を行うこととした。 

⑤ 参加費 

    Ｏ Ｂ       ：2,500円 

    家族（高校生以上） ：1,000円 

    家族（小学生以上） ： 500円 

    家族（未就学児）   ：  無料 

    現 役       ：1,000円 

⑥ 参加連絡について 

   案内を「OB会だより」とともに送付。 

   申込みは FAXまたはメールにて 6月 30日(土)まで。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※会費の額は、

依頼文書参照 

 



 

項  目 議事内容 その他の特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．報告事項 

（4）現役合宿へのＯＢ派遣時のガイドラインについて 

飯田理事 (安全対策支援委員長)より概要説明後、協議された。 

① ガイドライン策定の目的 

・ＯＢの派遣が必要であると現役役員会が判断した合宿に対し、ＯＢに参加依頼を 

する。 

・依頼に応じ、参加したＯＢに対して交通費等経費をＯＢ会から支給するプロセスを

明確にする。 

  

② 背 景 

・近年、上級生が少なく、下級生をサポートしきれない合宿が増加している。 

・4年生に依頼をかけているが、その 4年生も母数が少ないため、集まらず、合宿 

運営に支障を来すおそれがある場合がある。 

  ・参加できる上級生がいない際、ＯＢに要請されるが、ＯＢ側は対応方法を明確化 

していないため、迅速に対応することができない状況である。 

・現役合宿へのＯＢの参加については大学側（学友会）との調整も必要である。 

・これまで、適宜交通費等を委員会の判断で支給してきた。 

・予めガイドラインを策定し、透明化を図ることが現役の合宿運営を支援することに 

繋がると考える。 

 

③ 出された意見について 

 <木村会長> 

・ＯＢに要請が必要な状況になることが、そもそも問題なのではないか。 

   原則として、現役の活動は現役で完結するべきではないか？ 

  ・参加補助費を支出すること自体は反対ではないが、背景の洗い出し等が不十分で 

あり、この様な状況ではガイドラインを策定することは難しいのでは？ 

   （どういうときにＯＢの出動を要請するのか、現役の遭難対策ルールとの整合性、

体調不良に伴う途中下山が頻発することに対する現役の体力づくりの在り方等） 

  <島村副会長> 

  ・現役の要請に基づいて派遣を検討するのではなく、安全対策委員会において、 

合宿を安全に行う上で派遣が必要と判断をして企画会や理事会等に諮るべきで 

ある。 

  ・実際にＯＢを派遣する場合は、その参加補助費は日当制とするのか実費と 

するのかも検討が必要。 

 

          →継続協議（再度、安全対策支援委員で審議）。 

 

（5）現役活動報告 

 ①活動について 

   ・4月 14・15日：奥多摩の氷川キャンプ場にて新歓ハイクを実施。 

   ・5月 19・20日：箱根の金時山にて春合宿を実施。 

 ・6月 9・10日,16・17日：奥多摩の御岳山でトレーニング山行の予定。 

・夏合宿は 2泊 3日で、北アルプス 2コース（常念岳・燕岳）と北八ヶ岳 1コース

（蓼科）で実施を検討。 

・夏合宿の集結は蓼科湖畔の白林台キャンプ場の予定。 

 

 

 



 

項  目 議事内容 その他の特記事項 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 → キャンプファイヤーを実施することを第一義にコース選定をして

いるのではないか。 

執行部が自分たちの代でどんなハイキング部活動をしたいかの 

共通認識を持つようにし、それを達成するためにどのような合宿に

したいかを考え、それに合うコース選定をしていくよう監督・ 

コーチはリードしていくことが必要との意見が出される。 

 

② 新入生勧誘状況について 

5月 9日現在の新入生の入部数は以下のようになっている 

 理系（後楽園） 文系（多摩） 

男   性 5 8 

女   性 3 0 

※例年よりも少ない原因として、後楽園キャンパスで、例年参加 

していた勧誘活動に参加できなかったことが挙げられた。 

 

（6）その他 

① ホームページ新システムへの移行の検討について 

  ◎背 景 

   ・現行のホームページビルダーが老朽化しており、更新に時間が 

かかり、システム管理者への負担が大きくなっている。 

  ◎対 策 

   ・今年度予算の広報費に 15,000円を計上。この予算を調査費とし

て来年度の移行に向け、広報委員会で対応を検討していく。 

 

② 創部 60周年記念プロジェクトについて 

   60周年プロジェクトチーフである、島村副会長から以下の説明が

なされた。 

  ・前回の理事会で決定された以下の基本方針について、今総会での

事業計画内で説明をする。 

①ハイキング部の設立趣意書や規約に示されている部の目的を意識 

したものとする 

②寄附金は募らずに実施できるものとする 

③記念パーティーの実施にあたりハイキング部ＯＢを講師とする 

ことを基本にして野外活動の意義についての講演会の開催を検討 

する 

④記念パーティー会場までのウォーキング(10キロ程度) の実施を 

検討する(現役は医療広報係が担当) 

⑤新しい部歌の製作を検討する（現役はファイヤー係が担当） 

⑥現役との連携や現役への支援に向けての検討する（現役は備品 

研修係が担当） 

・なお、次回（2019年）の総会では開催概要案を説明し、2021年の

総会で実施にあたる予算承認を受け、同年度内に実施する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※何故、例年参

加していた勧

誘活動に参加

できなかった

のか？ 

 

 



 

項  目 議事内容 その他の特記事項 

次回の理事会 次回については、未定につき今後、調整し連絡する。  

 

 

 

 ・6月 23日は、年１回の総会です。 

 ・皆さん、協力して総会に臨みたいと思います。 

 

 ・多くの方が、仕事等で多忙とは思いますが、欠席の場合は、必ず連絡をお願いします。 

 

 

 

 

ＣＨＣ／ＯＢ会事務局 
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